
2020年度入学者選抜学力検査問題

（前期日程）

数 学
文系学部

（注　意）

1 問題紙は指示があるまで開かないこと。

2 答案用紙は 3枚である。

3 答えは，各問題番号が書かれた答案用紙の解答欄に記入すること。

4 答案用紙の網かけの部分や裏面には記入しないこと。

5 問題紙と下書き用紙は持ち帰ること。
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1. △ABCにおいて，∠CAB = θ，∠ABC = π
2
，AB = 2，AC =

√
5とす

る。点 Bから辺 ACに下ろした垂線を BPとする。線分 BP上に点 Bとは
異なる点Qを，またQから辺 BCに下ろした垂線QRを PQ = QRとなる
ようにとる。−→

AB =
−→
b ，−→

AC =
−→
c とするとき，次の問いに答えよ。

(1) cos θの値を求めよ。

(2) 内積−→
b ·

−→
c および −→

b +
−→
c の値を求めよ。

(3) PQの長さを求めよ。

(4)
−→
AQを−→

b ，−→
c を用いて表せ。

2. 実数 xに対して，関数

f(x) = 8x − 4x+
1
2 + 2x + 23

27

を考える。次の問いに答えよ。

(1) 2x = tとおいて，f(x)を tの式で表せ。

(2) (1)で求めた tの式を g(t)とおく。t > 0のとき，関数 y = g(t)のグ
ラフをかけ。

(3) a > −2とする。−2 ≦ x ≦ aにおける f(x)の最大値が 1となるよう
な aの値の範囲を求めよ。
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3. 座標平面上で関数 y = x2 − 6のグラフを C1，関数 y = − x√
3
+ 8のグラ

フをC2とする。次の問いに答えよ。

(1) C1とC2の共有点の座標を求めよ。

(2) C1とC2で囲まれた図形の面積を求めよ。

(3) 座標平面上で x座標と y 座標がいずれも整数である点を格子点とい
う。C1と C2で囲まれた図形内（周上も含める）にある格子点の個数
を求めよ。
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